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高速道路での逆走は死亡事故に繋がる可能性
が高く，10 年以上，対策が実施されてきたが，
逆走事案の発生件数は減少に転じてはいない．
これは，逆走が時間的，空間的に希少な事象
であるため，実態の把握が困難であり，それ
ゆえ有効な対策が講じられていないことを意
味する．この課題に対し，本研究ではテレマ
ティクスデータを用いて逆走発生過程を捉え
ることに成功した．この技術は，あらゆる交
通安全対策の立案に適用可能である．

交通安全対策全般

テレマティクスデータを用いた逆走発生過程の可視化
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☆日本経済新聞に研究成果が取り上げられました
https://www.nikkei.com/article/
DGXZQOSG066YN0W6A300C2000000/

近年、爆発的な AI の普及により、より多くの電力が求
められています。一方で脱炭素化のためには再生可能エ
ネルギーへの転換も必要不可欠です。日本は四方を海で
囲まれ、膨大な海洋エネルギーのポテンシャルを持って
います。私はそのうち波エネルギーに焦点を当て、波力
発電の研究を行っています。現在は船舶に搭載して、波
により生じた船舶の運動を電気に換え、その電気を補
助電力として利用するとともに船舶の動揺低減を行う、
ジャイロ式波力発電ユニットを開発中です。将来的な事
業化に向けて、パートナーを募集しています。

海洋開発、船舶、再生可能エネルギー

ジャイロ式波力発電による
次世代の海洋エネルギー利用
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